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第4回 5月9日の講義内容

ケース＆ディスカッション

前回（4/25）「考えてみよう」のまとめ
課題

国民年金の保険料を支払わない世帯の割合が増加
した。

この現象を説明するモデルを２つ考えなさい。

また、そのモデルの正当性を説得するのにはどのよ
うなデータが必要であるか。
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考えてみよう(4/25)

「天候がよいと植物がよく生育する。」という仮説
を、具体的に検証するにはどうすればよいか。

補助仮説・操作概念

天候：？

生育：？

4/25講義スライド
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受講者からの答え（例年の回答のまとめ）

天候(A)がよい(B)

植物がよく成長する
(C)

Aの概念化
日照時間
気温
降水量
風速
変化の激しさ

Bの概念化
平年並み
平年より多い

多い 絶対的よさ

相対的よさ

Cの概念化
実の収量が多い
幹枝葉茎の伸長
葉のつや、弾力
食味がよい
芽、花、葉が多い
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参考：受講者からの答え
（06年授業）

天候 良 生育 良 ･･･ 抽象モデル抽象モデル

操作概念・補助仮説

•温度 ○

•日照時間 ○

•雲の覆われ方 計測困難？

•光の強さ（紫外線量）○
•CO2の量 ？

•降雨量 ○

•土壌中の栄養素 ？

？ ？ ・・・ 操作モデル操作モデル ←コントロールや観測可能

•丈の長さ ○

•平均成長からの乖離 2次的、加工

•グルコースの発生量（O2発生量） ○

•植物の重量 ○

•実の収穫量（㎡あたり） ○

•CO2の吸収量 ○

天候と栄養素の関係を説明するモデルが必要

5/9講義後追加スライド

前提条件として
植物の種を固定



２００７年度 標本調査 スライド資料 5/9/07

copyright (c) 2007, Y. Takeuchi 2

5/9/07 5

課題

次の現象を説明するモデルを２つ考えなさい。

また、そのモデルの正当性を説得するにはどの
ようなデータが必要であるか。

国民年金の保険料を支払わない世帯の割合が増
加した。

4/25講義スライド
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「国民年金の保険料を支払わない世帯」とは

モデルに入る前に、言葉の定義。

「納付率」と同じか?
保険料を納付している人々の割合

→ 分母は何か

非加入者は入るのか?
保険料を免除されている人はどうなるのか
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「納付率」とは

社会保険庁の定義によると、

納付率＝納付月数／納付対象月数×100

ここで、

納付対象月数：当該年度分の保険料として納付すべき月
数（全額免除月数・学生納付特例月数を含まない。）

納付月数：納付対象月数のうち当該年度中（翌年度４月末
まで）に実際に納付された月数である

である。

5/9/07 8

納付率のデータ

国民年金保険料納付率
検認率(H11～13) ＝ （検認実施月数＋現金前納月数）／検認対象月数×1
納付率(H14～17) ＝ 納付月数／納付対象月数×100

(%)
（平成） 17 16 15 14 13 12 11

全体 67.1 63.6 63.4 62.8 70.9 73.0 74.5
最大 80.0 76.6 76.1 76.4 88.4 89.7 91.4

島根 島根 島根 島根 新潟 秋田 秋田
最小 49.9 45.1 43.2 38.7 50.8 58.4 59.2

沖縄 沖縄 沖縄 沖縄 沖縄 大阪 沖縄
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その他の指標
「全額免除割合」（「半額免除割合」）

全額免除割合には二つの取り方がある。（単位％）

計算２（申請全額免除者割合）計算１（下式）

31.6
沖縄

20.2
沖縄

27.1
沖縄

29.3
沖縄

41.3
沖縄

46.0
沖縄

最大

6.2
神奈川

3.4
神奈川

3.6
神奈川

3.8
神奈川

15.4
埼玉

18.3
埼玉

最小

12.76.57.58.121.024.9全国

H13H14H15H16H16H17

5/9/07 10

社会保険庁の定義
「平成14年国民年金被保険者実態調査」より

１ 納付者
平成12 年４月以降の保険料を納付したことがある者であって、
13 年度中に法定・申請免除期間又は学生納付特例期間のある
者を除く。

1）完納者＝平成12 年４月～14 年３月までの24 月の保険料をす
べて納付している者。ただし、平成12 年５月以降に資格を取得
した者については、資格取得した月以降の保険料を全月納付し
ている者。

2）一部納付者＝完納者以外の納付者。
２ 未納者
平成12 年４月～14 年３月までの24 月の保険料を１月も納付し
ていない者。ただし、平成12 年５月以降に資格を取得した者に
ついては、資格取得した月以降の保険料を１月も納付していな
い者。なお、平成13 年度中に法定・申請免除期間又は学生納付
特例期間のある者を除く。
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社会保険庁の定義(2)

３ 申請免除者

平成13 年度中に申請免除期間のある者。
４ 学生納付特例者
平成13 年度中に学生納付特例期間のある者。

届出適用者・手帳送付者

(1) 届出適用者
自らが届出を行い被保険者となった者。

(2) 手帳送付者
加入届が未届である者に対して年金手帳を送付すること
により第１号被保険者としたもの。
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保険料納付状況

平成14年調査結果（社会保険庁HPより）

5/9講義後追加スライド
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保険料納付状況の推移

平成8年、11年、14年調査結果の比較（社会保険庁HPより）

5/9講義後追加スライド

5/9/07 14

公的年金加入状況（平成13年度）
5/9講義後追加スライド

5/9/07 15

保険料の未納の理由 （単位：％）
5/9講義後追加スライド
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ディスカッションメモ(1)

Q) 設問でおかしな所はないか?

「世帯」がおかしい･･･年金は個人ベースのもの

第1号保険者：自営業者、農業者、学生など
第2号保険者：サラリーマン（雇用者）
第3号保険者：第2号保険者の配偶者（専業主婦）

5/9講義後追加スライド
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ディスカッションメモ(2)

設問のポイント

1. 「保険料を支払わない」： 支払義務の有無

免除、意図的不払を区別

2. 「割合」： 割る分母は何か?

3. 「増加した」： 相対的増加
（分子は増えていないが分母が減った）

絶対的増加
（分母も増えたがそれ以上に分子が増えた）

のどちらか?

5/9講義後追加スライド
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ディスカッションメモ(3)

モデル（A） 保険料の免除者率が増加した

収入の低下 免除率の上昇

フリーター・失業者の増加 ･･･ 年齢別（一人当たり収入）でみる
（若年低所得者の増大）

収入に対して保険料が高い

免除認定の幅が広がった

5/9講義後追加スライド
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ディスカッションメモ(4)

モデル（B） 意図的不払の割合が増加した

一般の年金商品の充実 意図的不払の増加

フリーターの増加 収入減 〃

面倒

自営業者の収入低下 〃

存在を知らない 〃

5/9講義後追加スライド

未納者と未加入者
の区別はされてい
るので、このモデ
ルは×（不適当）


